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第１章 調査の概要 

第1節 調査の目的 

 本調査は、平成20年度における県内の産業廃棄物の発生及び処理状況の実態を調査し、状況把握

と将来予測を行い、廃棄物の適正処理の確保を図るための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

第2節 調査に関する基本的事項 

1. 調査対象期間 

平成20年4月1日から平成21年3月31日までの1年間 

 

2. 調査対象廃棄物 

調査対象廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という）及び

同法施行令に定める産業廃棄物とし、以下に示す。 

なお、汚泥、廃油、廃プラスチック類、がれき類については、（  ）内に示す細区分で調査した。 

表1-2-1 調査対象廃棄物 

 調査対象廃棄物   （  ）内は細区分 

産 

業 
廃 

棄 

物 

・燃え殻 

・汚泥 （有機性汚泥、無機性汚泥、建設汚泥、上水汚泥、下水汚泥） 

・廃油 （一般廃油、植物性油脂、廃溶剤、固形油、油でい） 

・廃酸  

・廃アルカリ  

・廃プラスチック類 （廃プラスチック、廃タイヤ） 

・紙くず 

・木くず 

・繊維くず 

・動・植物性残さ 

・ゴムくず 

・金属くず     

・ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず [以下「ガラスくず等」と略す]

・鉱さい 

・がれき類 （コンクリート片、廃アスファルト、その他） 

・ばいじん 

・動物のふん尿 

・その他産業廃棄物 

特
別
管
理 

産
業
廃
棄
物 

・廃油（揮発性油、灯油類、軽油類） 

・廃酸（pHが2.0以下のもの） 

・廃アルカリ（pHが12.5以上のもの） 

・感染性廃棄物 

・特定有害産業廃棄物（廃石綿、廃石綿以外） 
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また、有償物、廃棄物等については下記に示す取り扱いを行った。 

 

 (1) 法令上廃棄物とならないものも、今後の社会状況の変化によっては産業廃棄物となる可能性

があるため、今回の調査対象に含めた。 

 (2) 紙くず、木くず、繊維くず及び動植物性残さについては、廃棄物処理法施行令での指定業種

の事業所から発生したもののみを調査の対象とした（廃棄物処理法施行令 第2条による）。産

業廃棄物と指定業種の関係を表1-2-2に示す。 

（3）平成19年9月7日に公布された「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する

政令」により変更があり、平成20年4月1日からは、現在、事業系一般廃棄物となっている木く

ずのうち、「物品賃貸業に係る木くず」及び「貨物流通のために使用したパレット（パレット

への貨物の積付けのために使用したこん包用の木材を含む。）に係る木くず」が産業廃棄物と

して追加されることになりましたが、平成21年3月31日までは経過措置が設けられていること、

前回調査（平成16年度実績）との比較ができないことなどの理由により、今回の調査対象から

は除外した。 

 

表1-2-2 産業廃棄物と指定業種の関係 

産業廃棄物 指 定 業 種 

紙くず 

建設業に係るもの(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限

る。）、パルプ、紙又は紙加工品の製造業、新聞業（新聞巻取紙を使用し

て印刷発行を行うものに限る。）、出版業（印刷出版を行うものに限る。）、

製本業及び印刷物加工業に係るもの並びにPCBが塗布され、又は染み込んだ

ものに限る。 

木くず 

建設業に係るもの(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限

る。）、木材又は木製品の製造業(家具の製造業を含む。）、パルプ製造業

及び輸入木材の卸売業に係るもの並びにPCBが染み込んだものに限る。 

繊維くず 

建設業に係るもの(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限

る。）、繊維工業(衣服その他の繊維製品製造業を除く）に係るもの及びPCB

が染み込んだものに限る。 

動植物性残さ 
食料品製造業、医薬品製造業又は香料製造業において原料として使用した

動物又は植物に係る固形状の不要物 

 

 (4) 酸性又はアルカリ性を呈する排水であって、これを公共水域へ放流することを目的として事

業所で中和処理を行っている場合には、中和処理後に生じた汚泥を発生量とした。 

(5)自社で廃棄物を焼却処理した後に発生した燃え殻は、焼却処理前の廃棄物量を発生量とした。 

(6) 含油排水であって、これを自社で油水分離しているものについては、油水分離後に生じた廃

油（浮上物）と汚泥（沈でん物）とに分けて、各々を発生量とした。 

 (7)混合廃棄物等の表1-2-1調査対象廃棄物の区分が困難なものについては、その他の産業廃棄物

として集計した。 
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3. 調査対象業種 

  調査対象業種は、日本標準産業分類（「平成19年11月改訂」総務省）での分類が最新となるが、

前回調査と比較参照するため、本調査では日本標準産業分類（「平成14年3月改訂」総務省）に

記載された分類を基本に、産業廃棄物の排出量等を勘案し、表1-2-3に示す業種とした。 

  なお、本報告書では、業種名称を表1-2-3に示す略称で記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




